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２０１２年１１月２９日、三郷市役所の会議室にてアカシア会理事

長の大場敏明先生が代表を務める「放射線から子どもたちを守る三郷

連絡会（※以下連絡会）」の医師・事務と、三郷市放射線対策室・室

長との懇談を開き、連絡会から①三郷市内の市の責任による民有地の

除染、②環境放射能と内部被曝の測定強化、③健診への補助について

政策提言を行いました。 

大場先生から「現在の計画は平成２５年３月に終了となっているが

その後はどうなるのか。公有地だけ除染が終わったとしても実際には

民有地での汚染はほとんど手がつけられていない。支援もない。これ

では追加の被ばく線量を年間１ミリシーベルト以下に抑えるという

目標は実現できない」という問いに対しても、市側は、平成２５年４

月以降の施策はこれから検討するが、民有地の除染については今のと

ころ予定はないとの回答でした。また、市として土壌の汚染状態のき

ちんとしたチェックや、放射線の汚染により子どもの健康の不安を抱

える親への健診の補助を検討してもらいたいということについても、

市としての姿勢が見られる回答を得ることができませんでした。連絡

会として今後も申し入れを検討しています。 

芝病院では、2011 年の 12 月から毎

月第１金曜日の午後に放射線量の定時定

点測定を行っており、３０年という長い

期間を想定して、かつムリをしないとい

うことで、半年ごとの分担表を作って各

職場交代で測定しています。雨が降った

ら延期をせずに中止しています。スター

ト時に線量の高そうな地点を４点に絞 

り、その４点を毎月測定を続けています。

報告は東都協議会のグループウェア（デ

スクネッツ）を活用して、法人の全職員

に配信しています。 

港区は全体的に放射線量の高い地域で

はないのですが、１年以上測定してわか

ったことは、「放射線量は下がらない」と

いうことです（写真と表は 2013 年１月

４日の測定のもの）。芝病院 池田孝治 


